
～むかしむかしの朝倉　イエと土器～

現 地 説 明 会 資 料
平成 23 年 10 月 1 日

事 業 名
調 査 委 託 者
調 査 受 託 者
遺 跡 名
場 所
調 査 面 積
調 査 期 間

平成 23 年度松山管内今治道路埋蔵文化財発掘調査
愛媛県 ( 国土交通省四国地方整備局 )
財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター
今若遺跡
今治市朝倉北甲
19,627 ㎡
平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 1 月 31 日

調査の概要

い　　　ま　　　　　　　わ　　　か　　　　　　　　い　　　　　　　　　せ　　　き

　「今若遺跡」は今治平野の南東部、頓田川の支流の黒岩川右岸に広がる遺跡です。
平成 21 年度から調査を行っており、今年で 3年目を迎えます。

今回の調査では弥生時代中期末 ( 約 2000 年前 )～古墳時代中期 ( 約 1600 年前 ) の集落跡を確認ました。
今若遺跡が所在する朝倉地区は、今治平野の中でも弥生時代の遺跡が集中して分布している地域であり、
特に弥生時代中期には平形銅剣が 5口出土した保田遺跡や平形銅剣の埋納遺構を検出した下経田遺跡、

後期には湯口の残る小型仿製鏡が出土した野々瀬Ⅳ遺跡が確認されています。
このことからこの地域が今治平野における同時期の中心的な存在であったことが想定できます。
　これまでの調査で弥生時代中期末の竪穴建物 6棟、弥生時代後期後半の竪穴建物 4棟、

古墳時代中期の竪穴建物 8棟の計 18 棟を検出しました。
　今回の説明会では、その中でも建物内の様子がよくわかる竪穴建物 3棟を発掘した状態で残しています。

竪穴建物の中に残っていた土器や炭化した木材は、この建物で暮らしていた人々が、当時、実際に使っていたものです。
いにしえの朝倉の人々がどのようなイエでどのような道具を使ってすごしていたのでしょうか、

思い描きながら観ていただければ幸いです。

今若遺跡と笠松山を望む

今 若 遺 跡
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SI10
　1 辺約 4.4m の隅の丸い四角形の竪穴建物 ( 住居 ) です。住居の中
には炭の層の上にたくさんの土器の破片が捨てられていました。使
われなくなった建物の中に壊れた土器を捨てたのでしょうか。

今若遺跡遺構配置図
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SI12
　1 辺約 3.6m の四角形の竪穴建物 ( 住居 ) です。ここには、小型丸
底壺や高杯など、ふだんの生活にあまり使われない土器が数多く
残っています。
　この建物を使わなくなり、引っ越しをする前にここでお祭りをし
たのかもしれません。

SI15
SI10

SI12

竪穴建物 ( 住居 ) の構造
　地面を円形あるいは四角形に掘り下げて床(ゆか )を作り、柱(主柱穴 )を立て、
その上に桁と梁を組み、屋根で覆った建物です。主柱で支えられた垂木を放射
状に置いて屋根の骨組みにし、その上を茅や土でおおっていたようです。竪穴
の床面には、煮炊きや照明のために、炉を作り、雨水が建物の中に入るのを防
ぐ為に建物の周囲の壁沿に溝 ( 壁溝・周壁溝 ) を掘ったり、竪穴の外周に土 ( 周
堤 ) を盛ったりします。

SI15( 焼失建物 )
　最大長 7.2mのいびつな円形の竪穴建物 ( 住
居 ) です。中心から放射状に広がる炭化材が検
出され、それに組み合わされた 5から 6本の横
木が残っていました。こうした炭化材の出土状
況は、建物の屋根の構造材がそのままの姿で出
土したことを表しています。
　また建物の西側には、少し張り出した状態で、ほかの所と違い縦木と横木を組
み合わせた炭化木材が残っていました。竪穴建物の入り口は一般的に主軸のどちらかに設け
られたと考えられ、おそらくその張り出し部分が入り口になるのではないかと考えられます。 

北西より

南より

西より
平城京に眠る弥生文化　奈良教育委員会　より転載加筆
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原遺跡（弥生時代）
慶林寺遺跡（弥生時代）
古谷（横枕）（弥生時代）
宝蔵坊古墳（古墳時代）
古谷清水寺遺跡（弥生時代）
祝谷古墳（古墳時代）
山口遺跡（弥生時代）
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 一本松遺跡（古墳時代）（弥生時代）
根上がり松古墳（古墳時代）
保田遺跡（弥生時代）
下岡遺跡（弥生時代）
岡遺跡（弥生時代）
樹之本古墳（古墳時代）
満願寺古墳群（古墳時代）
立丁遺跡（弥生時代）
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朝倉南甲遺跡（弥生時代）
本郷遺跡（弥生時代）
野々瀬古墳群（古墳時代）
七間塚古墳（古墳時代）
野々瀬Ⅳ遺跡（弥生時代）
笠松山遺跡（弥生時代）
経田遺跡（弥生時代）
下経田遺跡（弥生時代）

20

21

22


	P1
	今若現説資料2_3ページ
	P4b

